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〔電気工学専攻〕
電子銃電子軌道の有限要素シミュレーション
荒 木 義 孝
CRT等に使用されている電子銃の設計に際 しては， 電子軌道を正確に予知する必要がある。 軌道
計算の手法として有限要素法を用いた。 有限要素法は従来用いられている差 分法に比べて， 境界条件
の処理が容易で， 形状の後雑きにも対応、できるという利点がある。 解析手順は空間電荷を考慮、したポ
アソン方程式， 電子の運動方程式および電流連続の式を連立し繰返し解くことにより得られる。 数値
計算を行なし入 差分法の結果と比較し本法の有用性を確めた。
光音響効果における信号処理方式
飯 野 弘 典
光音響効果は物質に光を当 てると熱効果により音響j皮を発生する。 この波を利用すると国体中の欠
陥等を音響的性質により知ることができ， いわゆる非破壊検査が可能となる。 しかし， 検出される音
響信号は微弱であり， 信号対雑音比を改善する方法として， 光をチョ ッパにより交流化し， ロックイ
ンアンプにより， アナログ処理を行なっているのが通常である。 本論文では， この信号を更に強める
ために， デ ジタル処理により， 多数回の加算を行なった。 その結果， 微弱な光信号でも音響出力を検
出できることを実証した。
単相交流リニア・アクチュエータに関する研究
加 藤 秀 雄
ワイヤ・コアで構成した円柱状オーブンコアに励磁巻線及ぴ移動子となるアルミニウム円筒リング
を同心配置し， 励磁巻線を急励磁することにより移動子に加速力を得るリニア・アクチ ュエータを試
作し， その特性解析と実験を行なっている。
特性解析はオープンコアインダクタンスの算定に巻線の偏心係数を導入した回路定数算定法を提示
し， その結果を用いて特性解析を行なっている。 実験結果は推力， 加速度， 速度について測定してい
る。
唱EAnhu 
心臓核医学における診断精度の向上に関する研究
一新しい局所壁運動の定量的評価法の開発ー
坂 口 嘉 之
心臓の運動機能は， 人体に注入した放射性物質からの放射線量の計測とそのイメージングによって
なされる。しかし， 心臓は動的なものであることと， 立体像を平面にイメージングすることにもよる画
像の不鮮明きを招きやすい。 このため虚血心筋の認識等に欠点があった。
本研究は心臓の左室運動を動態ファントムを使用してシミ ュレートし， 動的心室壁からの放射線量
計測を行うとともに， 移動座標系 でのイメージングを可能にした。 この方法により臨床診断時の診断
率を向上させることができることがわかった。
超音波ハイパーサーミアの有眼要素シミュレーション
竹 内 和 彦
近年， ;Ij、ン治療の1つの方法としてハイパーサーミア (加温治療) が注目を浴ぴている。 本論文で
は特に超音波による加温を取上げた。 超音波による加温は生体の組織による超音波吸収が熱に変わる
ことより達せられる。 計算手順としては， 損失のあるへルムホルツ方程式を2次元化モデルについて
解き， この音圧解を用いて， 温度分布を計算する。 本計算モデルは2次元ではあるが， 組織の音響特
性や組織の血流による冷却効果をも含めた解析が可能で、ある。
プロトプラストの細胞融合における電界効果
中 村 史 郎
ホウレン草とセロリの葉， ニンジンの根からプロトプラストを作成し， 電界印加による異種間細胞
融合の最適条件を見出すことを目的として実験を行った。 パールチェーンの形成は1- 3MHz に最
適域がある。 細胞膜の融合にはコンデンサの放電を用いて行った。 このとき， 電界の強さと時定数の
聞には， 定性的にWe iss の法則に従う特性がみられ， 細胞の融合割合が最大になる値は， 約300KV/
m， 50μsの場合であることが明らかになった。
つμcu 
コオロギの発音に関与する神経信号発生器の同定
成 田 誠
南洋クロコオロギを実験検体として， 3種の発音の中， 誘引歌と求愛歌をたよりに， 発音に関係し
た部 分の筋電図を測定した。 両発音に関係する筋電図を解析した結果， 誘引歌， 求愛歌両方に応答す
る筋肉がある反面， 求愛歌には応答するが誘引歌発音時には， 何らの電気活動も生じない筋肉の存在
することも明らかになった。 この事実は， 誘引歌， 求愛歌の発音を指令する神経回路網が異なること
を示唆するもので， 少くとも中胸神経節でのこの両発音に関係した神経回路網は異なっていることを
明らかにした。
〔工業化学専攻〕
還元アルキル化法によるkairan 炭の可溶化成分の研究
大 川 浩 志
高石炭化度炭を， Coal /Metal・KIDiglyml 系 下で， 短時間， 繰返しアニオン化しアルキル化すると，
電子移動剤を用いずとも可溶化度が指数関数的に増加することが知られている。
本研究では， 開築炭を 5時間を単位に繰返し処理して ( 1 - 4回) ， 各処理段階に於ける可溶化物
の構造特性を調べた。
GPC 分別物を構造解析した結果， 回を重ねるに従って， 平均 分子量3000以上の留分の可溶化物中
に占める割合が増してきて， しかも全体的にGPC， Fr. 1 - 8の「芳香特性faが上昇， 逆に置換度の
は下降」してゆく様子が明瞭に観察された。
新アルキル化法による石炭の可溶化
坂 井 幸 生
今度開発された「石炭を極めて温和な条件で可溶化する方法」について， 反応条件， 可洛化度並び
に可溶化物の構造特性等を検討した。
当 法は石炭をMetal- Alkyl halide 系下に処理するもので， 金属中では亜鉛に， 又Alkyl halide 中で
は n- C.H91に効果が認められ， 且つZn/Coal = 2 - 3 で， 可j容化度は飛躍的に増加することな どが
判明した (夕張炭では約20%→90%) 。
条件 (常圧， 140.C ) が温和なだけに可溶化物は既して重質で， 夕張炭の場合， 分子量はオイルで
約 1 100， アスファルテンで 約87 00であった。
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2-(5ー ウラシル)エチレンスルホンアミド及び関連誘導体の合成
畝 雄 二
ハロゲン化アリール， エチレンスルホンアミド(1)及びトリエチルアミンのDMF溶液を， ( Ph) 3P ­
酢酸パラジウム錯体の存在下， N2気流中， 1 WCで反応させて， 一般式 ArC H= CHS 02N H2 を合成
した。 Ar として5ーウラシル及び その他フェニル， 1 ナフチル， ß-スチリル， 2ーチエニル， 3-及び4
ピリジル， 又， ハロゲンとして臭素又はヨードを使用した。 従来は，アリール置換エチレンとS 02C12
との反応を経て， 上記の生成物の中の一部 のものが， かなりの困難を伴って合成されていた。 又 Iの
代りにアリルスルホンアミドを用いる類似の反応によりArCH= CHCH2S 02N H2 が得られた。
(第羽田日本化学会春季年会に於いて発表)
ベンゾ(e)シクロへプタ(a)フェナレンー5，14-ジオンの合成
中 川 浩 一
9ー ホルミルアントラセンと， 2，2 ジエトキシシクロへプタノンとのクライゼンーシ ュミット型縮合
反応により得たα，ß- 不飽和ケトン体を85%硫酸により脱水間環する。 臭素を反応させ， ケトンのα位
を臭素置換し， これを塩化リチウムで処理すると， 目的のベンゾ[ e Jシクロへプタ[ a Jフェナレ
ンー5，14ー ジオンが黄色の結品として得られた。 これは， 強酸中でプロトン化し芳香族性を示すジカチ
オン種を生成する。
(第50回 日本化学会春季 年会に於いて発表)
多環芳香族化合物の還元メチル化反応
-4環と5環モデル化合物よりの生成物の分析と反応機構ー
宮 本 和 幸
石炭モデル化合物として， 多還芳香族 6種類 (ピレン， クリセン， ベンツ[ a Jアントラセン， フ
ルオランテン， ベリレン， トリフェニレン) ， 芳香族エーテル， サルファイドと複素環化合物を選ぴ
還元と還元メチル化反応を行い， 生成物分析より石炭可溶化機構を調べ次の結果を得た。 (1)電子親和
力の大きい炭素原子上で反応する。 (2)炭素ーヘテロ原子聞の開裂はC-O>C- S>C-Nである。
( 3 )メチル化， 2量化， 脱酸素， 脱硫も起る。
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〔金属工学専攻〕
AI基合金の加工硬化に関する研究
浅 井 吉 夫
金属， 合金の塑性変形は非常によく研究されており， 様々の式により解析されている。 ところがそ
うした研究では加工硬化過程が単純な機構により進行するという前提があり， 大まかな近似が成り立
っと充分で、あるとされている。 本研究において変形過程に転位論てきな検討を加え， 詳細に解析を行
ったところ変形が進行すると共に動的回復による硬化量の減少が存在し単純な式では解析できないこ
とが明らかとなった。 また， 変形過程を表す最も良い近似法は降伏に要する応力を除き純枠な硬化分
だけで解析することであることが分かった。
バッテリー・スライムの湿式処理プロセスに関する研究
有 川 正
近年日本における鉛の生産量は増加の一途をた どり， それに伴ってスクラップからの効率良い回収
方法の確立が資源再利用の観点から， 極めて重要な検討課題になった。 そこで本研究は新しいバッテ
リー・スライムの湿式処理プロセ スの開発研究の一環として， Pb02 の選択浸出過程ならびに炭酸塩を
用いた PbC 03 の回収過程を含むプロセスに関する熱力学的検討ならびに実験研究について， 速度論
的立場から考察を行なった。
発生ガス分析法によるCoO， COFe204のC還元に関する研究
浦j賓 正 和
熱伝導度検出器を使用した発生方、ス分析法により， CoOおよび:'C OFe2 0. の炭素熱還元実験をおこ
ない， それぞれの還元過程について検討した。
C OFe2 0.の還元は約1153Kより進行しB oudo uard反応が律速過程となり， この場合のみかけの活性
化エネルギーの値として約 243. 6kJ / m ol が得られた。 種々の還元段階の試料について， 光学顕微鏡，
EPMAおよび、非水溶液系 電解液を使用した定電位電解エッチング法により組織観察をおこなった。
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純鉄中の水素のトラッピングに関するトリチウムシミュレーション
久 保 孝
水素による鉄鋼の環境脆化の防止は， 水素吸収の抑制!と形状制 御され微細分散された介在物・析出
物による分散捕捉にあるとされる。 そこで， 鉄中の各種欠陥に捕捉された水素の熱活性過程を評価分
類することは極めて有意義と考え， トリチウムを用いた昇温脱離実験を行ない， 鉄中での水素の挙動
のシミ ュレーションを行なった。 そして， 純鉄中で水素の捕捉に有効に機能するサイトは少なくとも
4種類存在オることを明らかにし， それぞれの脱離エネルギーを評価した。 また， 微視組織との対応、
を明白にするために， 純鉄では困難とされていたオートラジオグラフィの手法を確立し， 粒界並びに
マグネシウム珪酸塩等が水素の捕捉サイトとして重要な機能を果していることを明確にした。
AI一Mg合金鋳塊における羽毛状晶の生成に関する研究
越 本 晋 弘
アルミニ ュームと その合金に特有な鋳塊マクロ組織として羽毛状品組織がある。 この組織の生成及
び成長過程についてAf一Mg合金について調べた。 その結果， 羽毛状晶に特徴的な双品粒界につい
ては， 互いに平行で、はなく僅に角度を持ち， そのため鋳鋳の外周部 程双晶粒界は鋳鋳軸に対して傾〈。
また双晶粒界の平均間隔は， 凝固速度にほぼ比例することな どが明らかになった。 そのほか双晶の増
殖の特徴についてもまとめている。
軸受鋼の球状化熱処理と高温， 高速， 高荷重転勤疲労破壊
藤 井 伊佐夫
SUJ2， SU]4 軸受鋼の高温， 高速， 高荷重下での転動疲労破壊を解明するために， 軸受鋼の焼入
れ， 焼戻いこ関する熱処理条件を検討し， 転動疲労破壊との相関を調査した。 その結果， 本軸受鋼の
炭化物の量， 形態， 分布， 粒度並びに基地の強度を最適にする球状化熱処理条件を明らかにした。 ま
た， 高温， 高速， 高荷重下での本軸受鋼の摩耗の進行と破壊につながるピット及ぴ微小亀裂の発生状
況を詳細に検討し， 熱処理条件の相違に基づく組織の違いから， 発生する微小亀裂には 3 つのグルー
プに分類されることを明らかにした。
cu nb 
Cuー Zn系合金の低温焼鈍による相分解について
増 田 淳
Cu -40%Zn合金はCu 合金中でも最も普及している実用合金である。 ところがこの合金を正確に制
御して単相とした後， 低温で熱処理を加えるといっ単純な手法を用いることにより， ベイナイト反応
を生じさせると機械的性質が大巾に改善されることが本研究により明らかとなった。 この熱処理の基
礎的特性を明らかにすると共に， この特性を利用し， より良い効果が生まれるように熱処理を巧みに
組み合わせて一層の機械的性質の向上に成功した。 また， ベイナイト反応の進行過程及び機構につい
て検討し基本的知見を得た。
炭酸ガス雰囲気における鉄ー ニッケル合金の粒界選択酸化に関する研究
山 崎 善 夫
Fe-Ni 合金は耐熱材料として広範囲の用途があるが， 高温では粒界選択酸化の問題を引き起こす。
このFe- (3.5，9，36%) Ni 合金の粒界選択駿化の現象を明らかにする目的で， 弱酸化'性のAr -C 02 混
合カス中でlOOO-1600Kの温度で酸化処理して， 生成するスケールの量， 形態を詳細に研究した。 そ
して， 酸化重量， サブスケールの生成， 粒界酸化の進行を速度論的に解析して， 酸化挙動の解明を行
なった。 その結果， Ni 濃度， 酸素分圧， 温度等の各種要因の選択酸化に及ほす影響について， 系 統
的に明らかにすることができた。
D2EHPAによる鉄の溶媒抽出に関する研究
山 本 明
水溶液から 不要有害物質を除去することは， 湿式製錬や廃水処理の分野で極めて重要な検討課題で
あり， 特に湿式製錬では目的金属の回収に悪影響を及ぼす不純物の除去操作が， 実操業の観点から重
要視されている。 そこで本研究は湿式製錬法の単位プロセスである浄液工程に， 選択抽出性ならびに
溶媒のリサイクル性に優れた溶媒抽出法を適用する研究の一環として， D 2EHPA による鉄の抽出特
性におよぽす環境因子の影響を定量的に検討し 抽出平衡， 抽出反応機構ならびに実操業に関する諸
問題について詳細な検討を行なった。
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〔機械工学専攻〕
平行軸まわりに回転する正方形管内の流れ
奥 田 昌 弘
管軸と平行な軸のまわりに回転する直正方形管内での強制対流熱伝達の発達域における層流につい
て， 浮力の影響を考慮、し， 差分法による数値解析を行なった。 そして， 種々のプラントル数の流体に
おける流れ場・温度場および管摩擦係数とヌセルト数等を調べ， 管内の流れの様子や熱伝達が， どの
ように変化していくのかを明らかにした。
垂直円柱と平板の干渉
丹 保 七 朗
平板とすきまをもち， 平板と垂直におかれている単独円柱と平板との干渉について， このすきまを
変化させ， 円柱表面， 円柱自由端， 平板上の圧力分布の測定， および， うず流出振動数の測定を行な
った。 さらに， 油膜法および流動ノfラフィンミスト法によって円柱自由端まわりの流れの様子を可視
化した。 その結果， 垂直円柱と平板とが強く干渉するすきまの範囲は， すきまの大きさが円柱直径の
約0. 7倍までであることがわかった。
非定常熱線法による低温域での断熱材の熱伝導率に関する研究
(低温測定装置の作製と数種の断熱材の測定例)
法 利 信 幸
非定常熱線法によって低温域の熱伝導率を測定する装置を作製し， その測定精度の検討及びコンビ
ュータによる測定の自動化を行った。 さらに， 現在広〈利用されている数種の多孔質断熱材の常温か
ら低温域における熱伝導率を本装置で測定し， 多孔質材料の熱伝導率を熱線法によって測定した場合
の精度・再現性等の問題点を考察した。
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〔生産機械工学専攻〕
急冷凝固7475系合金板の結品粒組織と超塑性特性に関する研究
木 村 修
高力7475系アルミニウム合金の超塑性特性を， 粉末冶金法を利用して改善する目的で， アトマイズ
した合金溶湯を急冷凝固させた積層板状試料を作成した。 この試料を加工熱処理した7475再結品板で
は約300%の伸びを示し， 0.8%Zr 添加した7475冷間圧延板に， さらに熱間予ひずみを加えた後，
引張ると約 500%の伸びを示した。 この理由はA bZr の析出粒子で安定化した動的再結品によること
がfわかった。
三次曲面の創成法を応用した精密ハイポイドギヤの歯切りに関する研究
崎 田 俊 典
ハイポイドギヤは食違い軸歯車の一種で， 主として自動車の動力伝達用歯車として使用されている。
この歯車の加工は， 理論的な解析がまだ 不十分なため， 現場技術者の経 験と勘に頼っているのが実状
である。 本研究は， その原因が歯面を低次の曲面として解析していることにあると考え， 歯面を高次
(三次) の曲面として取り扱い， そのかみあい理論を展開した。 そして， それに基づいた実験歯切り
を行い， 実際に得られた歯面聞の歯当 りと， 理論的な数値計算によって得られた歯当 りとがよく一致
することを示す。
ステンレス鋼の加工度の変化が研削残留応力に及ぼす影響に関する研究
嶋 恒 司
耐食性に優れるオーステナイトステンレス鋼は塑性加工を行った後， 各種の機械仕上げを行って実
用に供される。 このとき加工変態に伴う容積変化から各種の残留応力を生じる。 本研究では引張ある
いは圧縮加工による残留応力と研削により生じる残留応力が どのように影響するかを調べ， 研削残留
応力に及ぽす加工度の影響を検討した結果， 加工によるオーステナイト が研削によって変化する量が
残留応力と対応関係を示すことを明らかにした。
- 69 一
〔化学工学専攻)
ISEによる固体膜の機能性評価
荒 居 異 二
CuS-Ag2 S国体膜の応答性について， 過渡応答をしらべ， 膜面の電気二重層内における電荷移動過
程の非線型的な応答遅れとみなしうることを明らかにした。 応答後期の平衡値近傍で線型化したイン
デシャル応答から， 代表的因子として時定数ならびに応答起電力の線型化幅を示すふたつのパラメー
タを得た。 これらのパラメータは温度の上昇とともに， 電荷移動過程の非線型性が顕著になることを
示している。
液体膜分離操作に基づく鋸(II)イオンの濃縮
石 井 弘 幸
パソクプロインを担体とする銅CII)イオンの液体膜能動輸送について平衡および速度論的検討を
行った。 液体膜両端の陰イオン種の相違あるいはpH値の差を駆動推進力として， Cu CII)イオンの
濃縮が進行することが明らかにされ， 濃縮速度と液体膜流動条件との相関性が検討された。
ニッケル鉱石浸出液の処理
一浸出濃からの硫酸マグネシウムの回収ー
i畢 田 裕 功
ガーニエライト鉱石 (一種のニッケル鉱石) の硫酸浸出液中の有価値成分のうち， 鉄とニッケルの
分別採取手段ははず確定しているが， 残液からの硫酸マグネシウムの回収手段は未定で、ある。 本研究
では， 残液に各種有機溶媒 (アセトン， メタノールおよびエタノール) を混入して硫酸マグネシウム
の溶解度を低下させ， これによる目的物の品析回収をはかり各回収実験結果の経 済的得失を比較した。
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石炭・水スラリー中の石炭の選択的湿式造粒
釣 昌 司
石油にかわるエネルギー源として， 石炭の利用が見直されてきている。
本研究は， 石炭・水スラリーに選択的湿式造粒法を適用し， 石炭の回収と灰分の分離を目的として
いる。 本研究では， 撹祥槽中の石炭・水スラリーに種々の架橋剤を添加することにより， スラリー中の
微粉炭の造粒特性とその機構について検討を加えた。
その結果， 本温式造粒操作では. 微粉炭の造粒体の粒子径は架橋剤の粘度に大きく影響されること，
架橋剤の添加量 (比)に最適値があることを明らかにした。 また， 微粉炭の造粒に伴う脱灰効果は原
料の粒度に密接な関係があることを見出した。
湿式フエライト法によるマグネタイトの生成とORP挙動
樋 口 啓 二
Fe3 04 生成におけるpHの最適条件として， 第一鉄イオン対アルカリの量論比R=2.0で、FeOH +を
含むFe( OH) 2 の解離平衡系 のpH値を種々の温度で求めた結果， 酸化温度50'Cで、はpH=9.05となり，
X線回析法による同一温度で、の最適pH値9.02と良好な一致をみた。 ORP挙動については， 反応の進
行をORP値により三段階に区別し， それぞれについて酸化還元反応の組合せから， 各混成電位とし
ての対応を見出した。
もみの乾燥機構と内部応力
二 上 憲 治
もみの乾燥過程において割れ粒が多発することがあり， 品質低下の要因となる。 この乾燥割れ現象
を追究するため， もみの乾燥における物質移動機構を調べて内部 応力を解析した。 もみの中の玄米を
均質な球とみなし， 内部 水分は拡散則に従って移動するとして含水率分布を求め， 応力計算を行った。
もみの乾燥割れ測定実験を行い， その結果が応力解析値によって合理的に説明されることを示した。
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〔電子工学専攻〕
5 i (100)面におけるGe蒸着膜のヘテロエピタキシャル成長の研究
浅 井 誠
Si(lOO)� 2 x 1表面におけるGe蒸着膜の初期成長過程をLEED(低速電子線回析)とAES(オー
ジェ電子分光)で研究した。 Ge の 蒸着膜厚に対するSi(L VV)�92eV のオージェ信号強度の減衰を
調べることによって， Ge は基板温度が室温では層状成長(アモルファス) し， 350'C以上では 3原
子層まで層状成長した後， 島状成長に変れることを見出した。 LEED像はGe 蒸者と共に数原子層で
無構造になるが， 基板温度350'C以上では， やがてGe(lOO)面の( 2 x 1 )構造が現われた。 これは
島状成長の後， 島同志が合体し， Si上に良質のGe単結品膜が成長することを示している。
電子エネルギー損失分光法によるGaS e， I nSeの表面状態の研究
荒 木 秀 教
皿�VI族層状半導体GaSeとInSeの電子エネルキー状態をLELS(低速電子エネルギー損失分光)
法で研究した。 両jゴの結品は ノtンド構造の類似性を反映して， 10本の構造を持つ， 似たようなLELS
スベクトルを示した。10本のうち司 2本はノえルク及び表面プラズモン励起による損失であった。XPS
(X線光電子分光)による内殻及び価電子帯のエネルギー状態密度の測定との比較ーから， Ga3d(In 
4d)内殻電子励起による損失は3個の終状態を伝導帯内に持ち， 他のSe3d， 及び価電子帯励起による
損失の終状態はGa3d( In4d)に対するものと同じであることがわかった。
銀蒸着膜に吸着した色素の光学的性質の研究
老 松 敏 雄
金属表面にi吸着した分子のラマン散乱強度が溶液中のそれに比べて著しく増大する 、表面増強ラマ
ン散乱砂 の発見以来， 金属表面吸着分子の光学的性質に多くの関心が寄せられている。本研究では，ロ
ー夕、ミン6 Gやナイル ・ ブルを膜厚(数オンクスト ローム~数100オングストローム)の異なる銀蒸
着膜に吸着させた時， ラマン散乱強度は蒸着膜特有の表面プラズマ共鳴による電場効果によって強く
増大するにもかかわらず， ルミネソセンスは必ずしも増大効果をうけず， 基板金属へのエネルギー移
動等によって逆に減少することを見出した。
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強誘電性液晶の配向制御
高 橋 伸 治
カイラルスメクチック C( SmC*) 相は強誘電性であり， これをディスプレイパネルに応用すれば高
速応答のデバイスが実現する。 本研究では， 液晶分子の電気双極子と壁面物質との相互作用を利用し
た分子配向制御法を確立するための基礎的な実験を行なった。 即ち， 壁面を前処理し， ポリマー (テ
フロン， ポリイミド等) をコートし， 更に， 単方向ラビング処理を行なって非対称セルにすれば均一
配向が実現することを確認した。
DLTS法によるZn S (Mn ) EL薄膜のトラップ準位の測定
中 田 昌 弘
Zn S( Mn ) 薄膜E Lデバイスの発光特性に大きな影響があるトラップとMn 濃度との関係を明らか
にするため， D LT S法を用いて測定した。
先づ測定装置として， 光源， 電流検出方法そして測定試料の作り方等試行実験をし， ì;lj定結果をコ
ンビ ュータで算出する方法を行なった。
その結果， Mn 濃度が 1.3重量%の場合にはトラップ準佐が0.65eV 位の値が得られた。 Mn が非
常に少い (0.003%) 場合には1. 7 eVと測定されたが， これは検討を要する。
イオン化蒸着法によるZ n 5 (M n )  E L薄膜の製作とその特性
藤 田 優
Zn S薄膜E Lテホパイスの改良の試みとして， イオン化蒸着によるZn S( Mn) 膜の製作を行なった。
先づイオン化蒸着装置として， 既存の蒸着装置内にZn S( Mn) の蒸着源， イオン化するための電子
源， その加速電極を組込んだ。 これによって製作された膜の性質を， x線廻折， EPMA， そして発
光強度の電圧依存性を測定した。
その結果として， エミッション電流が 15mA でイオン化し， 基板温度 200.Cのものが， 結晶性， 発
光温度において最も良いことが分った。
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垂直磁気記録再生方式の研究
保 科 徹
垂直磁気記録における， 媒体， ヘッドの基礎的な電磁変換特性を考察した上でPWMによる記録再
生実験を行い， 次にPWMとFMを用いたアナロ グ信号(NT S C方式ビデオ信号)の録画実験を行
った。 また， 従来の長手記録では， 用いることのできなかった第l雰点以降の第2帯域を利用した高
密度記録も行った。
直線状アン テナの電流分布と放射について
山 戸 敏 男
直線状アンテナは最も基本的なアンテナであるが， このアンテナの電流分布は， 現在， モーメント
法により数値計算が可能で、ある。 このアンテナの等価回路は， シェルクノフをはじめ幾多の人々によ
り考えられてきたが， まだまだいろんな欠点をもっている。
本論は， アンテナの各部から放射をしつつ進行する波として電流分布を考え， 現在のモーメント 法
による数値計算結果の分析と理論を展開し， 放射の実体にせまる分布減衰定数， 分布位相定数を明ら
かにした。
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